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【要  旨】  
日系ペルー人コミュニテｲにおけるソーシャル・キャピタルと主観的健康観
の関連を検討し、移住先での健康決定要因を明らかにする。 2013 年 12 月から
2014 年 7 月、ウェブアンケートまたは、自記式質問票と面接調査票にて社会的
要因、 Social Capital Assessment Tool(SASCAT）、主観的健康観、併存疾患を
スペイン語で無記名にて調査した。日本在住の日系ペルー人 366 人と、比較群
としてペルー在住日系ペルー人 72 人を対象にロジスティック解析を行った。主
観的健康観を“ good ”と“ poor”に分けて解析すると、併存疾患があるとき  “ poor 
health”のリスクは最も高くオッズ比（ OR）は 5.41（ 95% CI, 3.18-9.20)であ
った。“ poor health”のリスクは、認知的ソーシャル・キャピタル  (Cognitive 
social capital) が高レベルのとき  (OR, 0.49; 95% CI, 0.26-0.95) 、及び組
織 へ の 参 加  (Group membership) が 高 レ ベ ル の と き  (OR, 0.21; 95% CI, 
0.05-0.98) 有意に低かった。また、ペルー在住日系ペルー人 72 人は、日本在
住日系ペルー人と社会的背景が異なることが明らかとなった。日本在住日系ペ
ルー人において、認知的ソーシャル・キャピタルと組織への参加が主観的健康
観の決定要因となる可能性が示唆された。  
